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　　　　　アルタイ山脈チ器イスク・ス勢ップ北方外縁部における

　　　　　　　　　地質な飾び鑓水銀鉱床の成因の特徴率
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岸本文鷺駅

　アルタイ霞脈¢）南東部は，ソ遵邦における重要な水銀産地の一つである．この地方の水銀鉱

床が低濫韓浅所性である鉱とは，すでに確認斎れてお！タ，他種の金属鉱床とは立体的な配列・

分布の点からも，蜜た成因的にも異なつた特徴をもつている（クズネツオフ，豫灘）．　アルダ

ィ出脈の水銀生成期については薄多くの研究者はラ中生代と灘えている。

　タズネツオフの胤解によれば，水銀鉱床の立体的な配列・分布は走向北爾を翠す大規模なク

警イスク断層帯鱒支醍されている．一方，アルタイ寅脈の水銀が石灰岩鉱床と密接な関係を有

する凱とも，多年にわたる研究によつて明らかにされている・現在は，水銀鉱滞の探査研究の

すべてがこのクライスタ断層帯の研究に集中されて進められている，このようなクライスク断

隔層帯の範囲に限った研究では，この地方の将来性を蔦める轍は充分でない．したがつて，新た

な研究分野が切開かれる必要があると筆者らは考えている・訟の論文は，その、諏うな新しい方

向で行なつ叙研究の試みをまとめたもび）である。

　　　　　　　　　　　　　　地質構造

　調査レた地域は，アルタイ1類派の大規模な構造の要素…一一すなわち，南東端に現われてい燈

ヵ1・ウーンスク複背斜を含むアルタイーサヤ…レスク構造帯，バラタ！ノスク地塁やアヌーイス

クーチ轟一イスク複向斜…照）接合部にあた嶺，この地城のチ轟イスク・ステップの磁間舟状

盆地には，第三紀・第麟紀および環世の各堆積層が存在する。また，シ講アン

繁での各時代の岩石が露出しているが，中生層以外の分布面積は比較的にせ震い。

　最も古い堆積麟は，バラタリスク地塁を構成してい翫この鳩・屡は，珪岩，下部ヵンブぴヤ

系ぜ）緑色鳩様珊岩・凝灰岩・緑泥片岩を挟むシ羅ヤン系の灰色石灰岩である．

　アルタィーサヤーンスク構造帯は，下部古生麟に麟来する結鹸片癬と片麻岩からな鳥、この㌧

アルタイー サヤーンスク構造帯とバラタ三ノスク地塁と㊤境界に，北西方向を示すクライスク断

麟帯が分布している．この断層帯の地域の地表には，寿ンブジヤ…オルドビス紀のポ！尺クト

砂聡・シルト岩・粘板岩・礫岩・石灰娯が露出レてい轍

　アヌーイスクーチ嵩一イスク複向斜の基盤は，上部オルドビス紀のさまざゑな色を示す砂質

粘板岩屡である．その上部は，下部シノレジヤ紀の石灰岩・泥灰媛質粘板岩・砂岩・千枚岩で占

められてい愚．

　その上部に位置するデボン紀層は，この地方の地質構造に対して重要な役割を果L／ている．

このデボレ紀騰は，上部ギベチァレ統の灰色砂質粘板岩層，下部フラス論ヤン統およびアイフ

エリァン統の噴出性堆積生成物からなる．これらの地層は，アヌーイスダーチ講一イスク複i憩

斜とクライ猟ク断暦帯に分布している．

　チ識イスク・ステツプの北辺沿いに，石炭紀鈴砂質…粘土質・炭質堆積麟の小薯な構造ブ窟

ツクが存在する．チ黒イスク・ステツプの舟状盆地は褐炭を伴なう第三紀の粘土質・シルト質
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　砂質の灘購鱗奪馨飛㌻，そオい）を覆撃手匙そ鐸1と沖葉》、1，、からなつで秘・鳥，，

　惑匙1葺棲の潔1畢舞震野二勤欝ilツ麟韓に熱i糞龍きジ襟霧lt、！ぐいる。鱗7、． ，盤d／郵．、、柔きおおむ》ね象麹、斐秀i鵜に雛嬉鍮し

“ぐ～・望き鶏、

　菰の／蓮、方には，サラヂー・．ノレ彗鑑華文審イヒ貰藝，、主、籔1，　カレド漏ヤンの閃篶議ギ季サや翠穆萎閃／鍛霧摯蒙敏閃絹蓄

繍翻　1などの小貰入岩体が知られてい萎む衷翫，時代不詳の輝麺そず脈やヰ雛代のものとして

確ぎ認さ勲，4総（ゴ．／レノ隅タ・一ニフ，揚3フ）焼執1轟．鑓葺1振の脊在／雀よく賛奪　れて矯るところである錆

　i鋲鍵し’た／撫誌鴛康三　落1．，｛歎の雄器絢嘆ぎ弩l　lこ．紅♂つて二二鐸戯ご分け酌るごとができ叢

　一硝〉ぎ）1裂した、誰羊は多博脚で瓢・嚢塾鐵婁ギ、欝罪　享yl　ア，紬善蓼）た書に．歎つて，議簸．〆・く華／ぎ鷲さ才竃、

て㌢・瓢。この灘穀ま，1謹雛獲澱翁縄で，そζ為．轍難ず鷲讃毒難？合－1γぐいるおもな1曜、位は，1，潟難ツ㍉盤ツクと／灘

鮫してみ懲と，北東ヅ魔ツクが縮瞬約　隆起した隠とに，よるものである静北醤方向に曳裂部が

並ぶご、景薩，この地方の煮難願覗鞠1蓬ダ向と平行で，立体的に接近する二つの嶽ぽ平行する断

麟滞歳一蹴一バラタ！詳慌ク／撫葛　甲ア，ノレダイー一掛ヤーン〆配、ク溝三．豊騰；ぐ鍵ぎ1図）とを詳凝簿／慣嚇る〃塑イ．ス
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　いま，翼での藩鷺舞に。褻ると，1ク　乳ず猟ア幽鉾蜜癖欝弓魂，アノレゐ穿ギ圭艶弩グ1，驚藁鷺灘趨の義も拶繋蓑鍵）嚢陵1礁

．メき雛二ている長大なアノレ導ぞイー 一ク　ずネツオ’1業嘉i／l新！馨の憐慰蕃幾覇1馨琴，逢エ部づ〉謄の灘穆れグ）一一つであ

　こ説）ケア・ずス聯糠！帯／⊇／ヴフリ、猟カン編鈴野イス磐諮状盆地を北顧麟／に引きソ）ばし

てお！）ラ　　　、多くグ　藩瓦構，縫で分ン㌧れ萎き穿幾凝地域内では，　ごグ）覆1蹴構造のll著にヂヤガン・ 一ウ

・ゾン　藏難“…，1．麓 力聾、、1，，，ミれてい導⇔

　後讐の欝耳構造1輩，貫轍鯨比欝擬）猟ラ・ト｛ノ1〉北東部で大藩崔『な葱傾斜覆瓦構造を示し，…運の

蕩菰行博瓢鐙ほ鑓を褥傷気〆二）てマ・る。　チヤニ1ザン・『〉1ゾン嚇』ス辱スト／霊バラタiタヌ1クま慰£鶉ぴ薦匙艦毒詣漸登磁つ

曽幅・る。

　纏、の群の転位雄，垂藻1螺芝配されて』，チーイスク・、猟テツプの北方外／纏，いに拡が葺

碧琵藝乎機グ）叢嚢襲むであ導ことは渉纂魏轍さ才もた（鋳lli郵）、，　燃のi　l濃粟，謬蕩繋三した／艦簿麹からアヌー一・ギ

スグ…チ識一イ、〉畏ク撫醐葦，1の南茜境にまで，すなわ叡，チヤル・イシ漁スクー一一チ瓢レクチン断層

1こまでラ嚇灘讐がびi鵜瓢／広がつ“く一いる窮チーイスク・ステツプの増ヒヅyタ摂さ離の襲i轡プy向グ）彗転奏笠の葬芝

、むでは鼻‡そ翻）く，そン・ゴリヤ漸癒断／窪馨（蒙古．入民共灘．懸歓）地顧羅　　　ig灘）　とこぴ）舞西断層

乏鍵一一 一・（露淑）〉



プノレタイ縫磯籏チユぜス1ク働ステツブ．舞，鳶外縁1鷺鵜ミ無ける重燦質ねら誉馨こ水銀1繊床韓／粛薦の1慈i徴（辮本葦澱）

とは一罐汝す吼るだろう蜂

　多くの研究奢の報轡にょれば（オブ勝一チエフ，1鱗駅ゴルノスター瓢フ，購3㌘等）東簸性

構造帯の成因は，北撫方向（判）断層とは無li簿1係で，鉱化作用を伴醸ケごいる北西断層が薫糞終的に

形成されたのちの新生代の運動と関連して釜！灘気したも賦）である、

　しかし，，若干の地質学鱗入は，東藩性断層をタライスタ断屡帯、烈。鑑別していない難こ櫛ように，

瑚、在では束蓄轡挫断騒の生成時期や購造／こ関する問題は最終結論1嬬まで1騰していなマ・，

　この東溝性断層の観察こそ，チ識イ猟ク・叢テツプ北プグ外縁部紅関す恐記載を蕉確に憲せる

も¢）で・ある。

　北方からチ講イスク・ステツプを取舅灘んでいる岩塊、吟墓盤に関しては，夏（）一4ゲNに傾斜し、

（第“麟〉，フ1麟．砿に／妾1近乱』ぐX昏室でする講窺蟹巌三スラストが響iらか轍藁オるてい馨，轍のように雲婁露撚

代の構造ヅ㌶艶クは業ラス｝・帯の上盤とな讐，チ烹槍ψ・皆避ンゾ　至状盆地紹晦隊！数疇

第．蕉紀膚は横臥翼として賦存してい恐、これらのスラスト帯1よ，北ないし購に鱒一雛鰭1鮮瞭斜

する東舜鰍猛衝㎜ヒ断層を伴なつている．地域欝部においては，東穫f性の曳裂は，韓曲しながら北

1瓶方海を示』続いで．撫た1たび東西舵、1三を保つでいる．騰曲蒲／では，ト

が藷巳ダ彗壌蝋ることが鷺寺／数1杓であ導鱗

　東涯1性曳1裂の発達ン、肇鞍）中で互いに独立した小地3駕驚の研究礁ため総，いろいるな規模をもつて

いる割れ羅の方位を嗣一・平爾／こ記録し，さらに大規模な断層割れ際を加え，衷敵，黛れらに伴

なわれる小割れ隙を憾獣く同じように取磐及っている僻婁窯図）．　燃の、・、犠に関して，東鋤性曳裂

は覆瓦一鱗状の地質構造・を伴なうダライスク断騒帯とは本質1瞬に1異なつている章：東顛轡三鴨裂に

よる1賦資麹はチ講一イ』スク・』ステツプ謹麟犬。盆耀獄1辱叢1灘と1クラ〆ギスクニ撚よ覧鋭翫チ謀・ギス1ク蘇1鞍鷺の．、転麟靴

を導いた．これは，爾側1．li膜の階段状地形轍影響している鉱とが認め議・れ，東醤挫獅裂のン1ヒ翼

ヵ薯菊翼，よ蓼もさらにぽ輸い暑碁脳て馨蓬1然iと紅t、☆二てられ』ぐいることも認、められた。講灘猟撰三鷺ラ，ストの
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地難灘霧1漸二．莫権（第慈懸第5馨・）

一礁網）転位方1醸漁，甥解析に、よれば，擾乱された小翻れ1 躊密接な関連藤1妓．ズい瓠ダイ

ヤグラムを組み、ててみ薦、レ．麟醐三業ラ業ト、i、二盤の綴難にみられー一小罫塾撫、讃纏諜　はつき1）

とr子午線．！ベル目醸び、つ摩◎諏第難鋤、》慧の1欝練」ベノ鮎ヰの軸は，ひき葵）によ

る、だ鱈紺・の灘・線．一陥駕ている、．続灘ビツチ（1蝋1）／こ、よれば，この、よ似駅特徴は，東

1轡擁三、‡ラスト）1、灘熱が，こ1のス漫ストの紅。ッ・ヂ博こ1う誘〆γぐ，噴一｝獄浄）轟耽㌘う誘・ll蕃に季塾爺寿し・たことを

聯してい轍、これは一騰1蝋嬢臓槻発と一蒸奴．ズい観

　鉱の　沈．舞艶）方位図と並／ゼ響，熱穐，磐，薩べ絹・の全地／．慧については，その方位図と

密樹凛豚ずけ“萎）こ雄）でき繍，、潟、雨畿ゴ確1うめ胤とに、レぐ，転伽灘を組立』’ぐるこ恥ができる

（べ鄭ラソツ，1蹴）導この転拠こ伴ズよわ、敵，嶋灘醸i鯨癖奏1鋤する軍行し六曳誤購造帯を胸党し

ているが，、　　　ご・ヂニ勤淋彫〆窪フ（1鰍1〉の提、繍翫嬬瀬ご従つ呪d断／翫と呼ぶ
慧とがで擬、よう．

　クラィス屑鮒、，ll擁二蕪酎生1覆嘱帯播）麟5雛．の基本的ノよ相ヌ叢、輪愈，地1的な鞠鱒蟹1グ）一

　と　し雌ぐ掘継翼しヅ　1　　的な濃繋幾をも’P『1ブぐいる　　留1猟轍こ断／　鞍を，膏、襟渉」の遜1動のまξ響一徴から1吟味す

臨こ撚、二よつ留、島，把握する1二、鉦ができ導。

　性質継臓を騨誇／冊毛〆だ覇藤1性断1嚢締は、胤イ対ハ、ス廻激穿油醐1獣’ ↑
，
．
地の長軸お

曳び第二三細の隅l／l軸拒致する方i葺1疹湿、ている，、y　酬、1三鮒酬はチユイスク燵．ス勢ツ

プの第臨紀沈降盆地のミ／慰　　・／≧ン1暴　・，慌の断／・　動が，この沈隣、醗．地め沈降とそれを鞭1）巻

く，1塊のまユ昇をもたらした印このことは，離、1乱鑓〕　麟紀1、歓降　、．．惣の形成をもた、らした構造遠動

蔀3蓑峯癒㌧甦三講i　選器鍵毒とが繕／溶こ関蒸整し’P（“い・　．と　 鞭1え．るものである葦　だが，こ窟しとは甥聾こ薙鼓斑！

《．．、孟！脈や熱水性水護艶鉛響難鉛の渉誓、紹、鞘を発達さ慧ている霧酬．断／，，，鋤’嚇つて，一兜した

と煮ろ，携艦、酔煎饗榔華1酬1ごよ）も攣鋤）生成ど携えられぞ）5

水銀鉱化作潮の分布に対す懲断屡の影響

　水銀給鉱化俘絹は，いろいろな時代）各・種の岩贋，すな／　），贋灰岩熟翻繊駆変朽蛇紋器

雄紗．ストウこぎ導ノ碧譜微1珪岩ゼ担ノント曝！嚢残1などの中酒乏んでいる。

　磐ズネ・，ソオ旧7（聯紛乳癩二究糸課に、1へ蔓．之，び泳銀鉱床び）麟載蹴試分布に馴．．・ては，嚇，裂

．輻1i魅／要績妻割辱駐ドぐいることがi！／・璃鑓、遡筏いく嵩海ク．ズ隊ツオツは，鉱床賦存の範囲

や水甕麟、存樹声、技〆』て鴇お繍囎嚇i鷺1が／、鍵交醐却翻｛舞撫極走向の騨耽関連しノ姻懸こノを

　　　　　　あ惹嚇…．，／田は，，鱒／嚇．．1・三要癒購懸、鞠礁G概パこ二沿賎題接に分布し，曳裂割れ

l　i紅よそ　l／∀1　＿爆　を糞L．ドでい鶴，、瀧のよっな特微をも）ズいるチヤガンー珪ンズン鉱／藩ミと

ク讐獄ノぜノレ翼、ク鉱覇ξでは，　クライ諾・クl／鱗黛1’1鞍が．1　峯な無籍潟＝，戴鐵三繋舞嚢ぜ＞役害1捲恥歪襲瓢』ぐいる⇔　両

鉱嚇毒、璽，糊ぐ　註、〆たテ，碧・ナィ1・、群蒲三す騰c、他の例。靴しては，釧働講礪と1鮒響彗関

遮いぐいる郵、軸洩裂、1、1融、鶏に沿つて賦ヂぎ誌れ蔦◎・ることが渉）る。この例の擁．葦には，鉱体は擾

難、帯や2，3の系拶、燃斑列す鄭1鰍『匙、獄，鷺沿・ヅ丸，、鉱脈状な民，・鉱染状にm懸達／ノ・ている韓鉱体

ζデ，，l／分甲ll，鐵化作絹がき，、、繕欝均一1㌦、鋤い旭い1拶，鉱体麟i滅細1ギ、1淋腿に接する奏セ麗や

，、／，l／、麹）．セ’誘噸麟1分瓢1蕎／三する、、

　繁者鱗、糊驚よれば，水．、邸．、／、北俘翔は，、！じ猷ノ、滴朔鮒轄、“けでなく，東酬齢賊・！沿い紅も

蓼縫しごいる群簸鷺におけるll　　三の雷響剛．、／℃いる’ノ剛壌，西1縄域内の　1）嶽y）新しい地鼠

ゲ）水銀鉱深や，また，講、晒性鮒，、とも、、麟動ξ関、墓丁ると、轡われる瓢鯉撰く銀分散ノ頭…の状

態を1…1墾　か1、二づ嚇急ことl　l郡ナられ、、て、きた1。｛列えば’，　鋳客3霞iはクイ、ズクイノノレス　ア地区の鰻媒疑｛韓

纂曽図である、3），繊頒二は，講麟性断1・1の一・部紅、奏購難〆ズいるが，　瀟樹瞭礪がそこ償嵐部分的

菰南礪、葱／、示t』自、懲、，ご、グ）ブ專増ソ〃内で鷺，罎裂蜘、、、鞠。／悌，．／l翻3がシ膿ヤン茨、¢）石灰磐，

中央部がデボン綻iの火詣縫、 垂難積i 1三地麟，　裏　　　　ン紀の都質一講峯占ニヒ質および炭酸謹犠婆．薯堆積

麟に区分けされている暮

　シ膿ヤン紀の耐笈寿劉徽挟み込、｝漁、でい萎謎代性　麟絹1轄働いている水銀の鉱化／乍用は，

毛蓑　 く33慧）
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灘／鷹2羅3
曝ぎ口霧鷺灘7

麟毒

籐i瀞

l！翼性割れ欝留、＞中だけでなく，それらを敢1穿巻く断麟性の水平な轡1れ瞬の申紅も腋窪胎されている

曳裂帯内の蛋欝ナイト化し・た凝灰角礫岩中に認められてい瓢

にされた，この事実によつて，曳裂作用と関連／、．た水銀の鉱化作用が働いているいくつかの特

　　　　　　　爵▽◇△・ン』．・，1
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報　（第烹5巻　 第　菖　参｝）

徴が溢事1を浴びている。そして，襟の構造帯に沿つた多くの地、撒において，現壁堆積層から採

璽父し象繊饗窯鋤i選勿1講1銭麓の穿…に占める餐菱イ～舞為含禽儀斐力翼携1罫ご・ごと海ミ認さあら淑ヅ悪。

母鷹の熱水変質轟鉱脈

　鉱脈は，蓄英一一一炭酸塩鉱4勿質，選酸塩鉱物質お・採び塗1英質のもので，辰砂・黄鉄鉱・臼鉄鉱

・三蕪髄お、、1蕪び曹長1蕎からなる。それ以外び》凝馨窪鉱ま物としては，硫砒鉄鉱・輝安鉱畷嚢銅鎌評輝

銅鉱・銅藍・斑銅鉱・方鈴鉱・赤鉄鉱・磁鉄鉱・脚餌銅鉱・磁硫鉄鉱・鶏冠噺・雄黄彗難然水

蓑狼が識忍められるむ誓賦覇ミの辮♪暑樽；，i建イ熱作用・憐萱鉄鍵ll｛垂ゴ乍用・ド隷・マイ1・イヒイ乍用・リストウ瓢ン

。岩化作用・絹雲母イヒ作題を謙つている、、1これらの変質は，鉱体の覇辺においで，とくに鉱床を

摩慧藝鳴しズいる幾裂貰黎拙1ブぐ霧亮嬉漣境嘱る1凱とができる、）

　ぎ）各変鷲作用グ）うち，もつとも広域歓及んでい懲のは蒜麟轡イト化作用で凌）駆謎むれ轍次

いで離，1く発逮する鍵）は，珪化作用叢鷺鍵つた：磯；葺であ樽．惹ジ）呈ド費のとくに強く驚変膿蜜している部

分では，三　　　またカオ夢ン、撫葉蝋薦紛密雑し翫鱗状物を伴なう細粒の石英からなる微晶珪

岩に変わつている．、クずズ〃イム認ク地撚1では，こ7）。姉な微晶珪岩が蕎灰筆船いに分布し

ている　（第1薄図）、　黄鉄鉱化作縮の広い分散ハ蛍コーが観察できることも，まれではない。その

嚢欝合，黄叢失鉱は絹纂婁綴二に伴な．わオ窪ノている。

　ジ還ト1ラ瓢ン燐の産状およびそれが鉱脈によつて切られている事実を要クズ’ネツオフ（簿59）

捻1，リ撒トウ濫ン黛暮瞬乍ダl／と鉱脈グ）i彩成とが区多封さるべきものとする兇解び）根拠としでいる。

難経蕪では，水欝箋の鉱化昏二用と母攣｝のドぎ・評ぐイト化作用・三i達化イ鷺三絹とのi編イ系力＆きわめて緊密で凄）

ることは，疑う余機もない。

　そ2Lノご1ナで欺く費蝿擁気婚1、』麗嚢鰹勤1酸獣の率薄ラ豊ll拘六蝋妾擁難音1聾こマ沓つてき　ま博鴬，　リス　トウ瓢ン磯驚イと作三

．絹が働き，次いで，　ド舞学イト化作硝が行なわれている、、ごのような場合の一一桝が，鐸獲図で，

　　　　　　　　　　レ／

＿
．
霧

能汐．評

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

¢描華
　　　　　　　　　　　　　贈麟鵬

馨桝1・

　薫

、｝ク中＝

難

これは変朽蛇紋艦質のリストウ業ン岩とド雛マイ1・化凝灰質砂麟の接触部分を示すものである．

リストウヱン岩は，鉄菱苦土苓、編漂雲署からなる。灰黄色を呈する凝灰質砂岩は，肉眼では，

ほとんど完全にド瓢マイ1・によつて1ヨ婆代されているようにみえる・顕微鏡的な研究によると，

ド翼マイ1・化したこの凝灰質砂嚢は，苓英と斜長石櫛結晶の残存破片を含有し，り猟1・ウエン

岩の特徴の一っであるク翼一ム雲母を含んでいな、い事実から，リストケエン岩とは区別躯ずるこ

総奪 一・（33婆）



アル「タィ1 舞脈チニ裾’スク・ステツプ北方外縁部におけ煮｝地質｝爆弍頭蹴承銀鉱難ミの成鰹の特徴（津本訳〉

とができる。爾岩石の・接触部から，新鮮な母；岩の方へ遠ざかる齢つれて，　ド寡マイ歪・化イ乍用の

／動き1激弱くなつている．　レたがつてき鉱｛率から！雛．れ。るにつれて葺　鋳スト寧濁・ン髪墾からド鶴wマイ

ト化凝灰質砂蝦，そして弱ド獄マイト化凝灰質砂岩・凝灰質砂器という、ギうに漸移してい駆

　立体的にみた鉱化作構と前述の変質作用との鱗接な関係および全く同…の構1畿的な要素と鉱

イと件琴舞との関1態．・i盤は，擁煮・一一の奔藝ガ織麟鞍暴こよつて鎌婦ヒ誓購醤力叢もたらさ1才Lたことを譲三i粥し凹ぐいる、、

こぴ）結論は，変質嚢やその変質燐から得られる新成鉱物轟）るいは鉱石鉱物齢分光分析的な研甕

の結果によつて確認される。分光分析は，～、奪、際玉．欝），翫や非変質岩石1二いではあ童撃注億さ

れていない諸元索がこれ，ら轟試料沖に存在す養嬬とを教えてくれ愚。変質暴沖の前に述mべたあ

齢ゆる擁斑戊物呼茎続ある郷縫歎元素と変餐麹こよつて響響しく生1慮した5鉱物繍…1こ1存在する孝敬螢蒐元素・との

関｛系は，ダイヤグラム　（第蕪隠i）に例承し〆た、試うに，おおむね／，獣かよやブ烈鶉となつて，1灘馨き一晶
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地質編査所灘　報　（艶l　l5巻　糖　5　号）

窪磁し．・た関携養とな、つて㌔・る。

　熱水性変質艦と鉱脈との時代1醐係は1隷奪期であ騰が，あらゆる水鎌鉱床地域に共通の鉱物生

成順序を攣Uながらも，鉱灘の沈積過程ではさまざ塞な段階を踏んでいる．

　第嗣期の初めにおいて捻，母；岩の珪化作！捌壌1微晶蒙豪岩の生成とともに行な、われた．ナ灘ヴ膿

ク（緯醸〉の方法によつて行なつた非変質嚢と珪化凝灰嶽の化学分析の結果は，珪化作用の過

程で，珪酸・鉄・ヵルシψム・アルヵ1戸マグネシウム・アル業ナ・二酸化炭棄が減少U，チ

鋼ンが増力蕪し｝ぐいることを構勿語つている（第璽歴逢，欝澤？図）。　これでみると，珪化撃誓石の比二璽

は燐三嚢叢翠婁の蒙1峯鍵）劇紅難裟、よりもは恐かにノトさい。　慧のヂータはヲ麟葦展ξ装｝が一一費罫の叢｝際齢薄撹齢幾慨〉掌容

液によつて溶脱塵1れた結崇㌫lll来したこ～ごを撃している、微晶珪燐および非変質嚢の化学分析

第　蓋　嚢　 ナニ＝至一ヅ轟ケ　u叡溝）法1二よる非変質凝灰岩（1＞および、難1化凝灰撃1
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アノレタギ霞脈チ』烹でスク鼎隈テツプ北．与「外縁蒲誓こ藩麟．ンる地質獄…㌧び1二水銀鉱床の／震1糞iの琴轡徴　（燦露題、謹〉

籏は，微輝漉岩においては，アルミナ・かレシやム・マク泳シやム・鉄・ア、ノレか戸二酸化炭

素の1滅、少と並んで，難酸の驚き蘭悪を生じて㌔・ることを物1語つて涛・る癖微　　灘1鋳の成分航レ厄ぐ、力爵映

三ノンと葉蝋蕎が存在する徽とは，第一鱒1の熱水溶液が酸性で，かつ約灘び（，朕ポヴ掌リ欝ン週

イ葺璽懸窮ダルンナー聾簸騒1サイン．スバ》婁王懸の　艶あつたことを示t，、、ている．

　母岩の絹雲母化作用は第謀期の鉱化作融磁払た！），第黒期では一一毒籍銅・醗鉛の硫化物を

伴なう石英脈の生！ぎ箕，第羅期では ・一璽1、灘、1署脈の形成が認められる。第二期と騨三期の問にε懇

た、る時期の初め1こは，さらに“鷺英一・ 一緑簾薦脈が生成してい悉．絹雲母の、1成はアルカ誉溶液の

活動編醐札』ぐいる癖蕪蕎の形成は，硫酸塩イ，オンの三・1要瞬聯嬉ノ1）いて物語つている聾ポ

ヴア1、／禰ンヌイ　（簸3のやグルナー（欝麟〉のヂー1ダによると，絹雲母は約§鐙℃蔚） 1ズでア，レ

カ！ノ性含カリ溶液から生成藁れる。第　期鉱化作騰の葺英脈1凱みられる硫化物中には　黄銅鉱

や斑銅鉱の闘溶体離溶構造が観察拶れ，硫化鉱物1二1二宅占める黄鋼鉱黛拡4一§％の聞にある．

グ！穿ゴ1ノエフ（欝総〉のヂ…ダ1こよると，このような構遣は約3鷺び（二1で形成され蒸．その後に

鉱床母・岩のド灘マイト化作用が行なわれ，そして呈辰砂が分離されている・

　第五期鉱化作用の初めには，母岩鐙ド欝マイト喪二作、璽が進行レた。非変質凝灰藩ごド峯ニミマィ

ト化灘灘灰盤をのイヒ洋二・分瀞干騨1渠を㌻糠絞すると芦霧難駿・幾喪・アルiミナは婁黄少し，カノレシウム・二難愛イヒ
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燃とで嚢嚢藷狂泰オもて斗・考峯。おぞづ1三）く寮この、ような蓉／逡麟隻毅二が詳周ぞ蚤広素．麺蓬ノl／気し．た鋭耳と哲誉碧1期とし

で拝、撫t〆ブ雛考）であろ・〉。，

　石英一玉髄彗1鉄鉱のよう蜘　凝砂就憲接に関連する共生鉱物は，辰砂を沈殿した／照の・一

つとなつたと摺、われる酸性鉱液によつズもたらされた、㎝とを隠醗譲しジぐいる．鉱；葺溝造から判i新

脚すると，餐粥層ま禽致晋勢1ζ）　．藝愛誉疹素・諜慶の軽．ドしたと、懲わ霜し恐勝顛1焦鐘戯‘物戟雛1穀寿試後1に煮無難気さ才む

てい翫このことは，振砂の溶解度が溶液中の二二酸擬隷勧輝毒諌るにつれて隔まるとレ・うク

ラウス撚ツプフ（i瓢1）の実験とよく一致す鵜．

　この、ように，繋／オ疇撫警載、よ難歎石磯鞠浅（禦）li曇／玉では繍彰」甦愛賛1であ1）．麟塾ζギぐアノレカリないL〆懲婆ア、ノレ

ノン弓となつていi5。そ・して，　、この才容幸夜ゲ．）滋13斐羅　SきO一擦黛O。《コからま（鴎一S（）℃に・1氏下し』ている。、

鉛・亜鉛鉱化作用と水銀鉱化作用との関係について

　ガく叢摂鐘鎗宋に関づ粘る諸・二文藪激の申では，　し1ずしf水喪墜¢）勲蛮イ蕪稽匁ノ讐は／臨の金1属罪鉦1媛くとき！りはなして

記載されている（クズネツツオフ，懲繊〉．　ケズネツツオフ㊤結論は，したがつて，水銀鉱石

導冥に扉也の金鴨微縣矯自撚素が少　　ダ〆〉含ま浄Lていること／こ注懲した；も疑）てきある、　しか羨、〆，1鷺郵寺に，

各種の金属を初期轍沈殿さ量♪た熱水溶液から7墨く銀鉱が生成したとする意斑も酵在する　くクラウ

．猟撒ツプソ）　董｛嬉誌　シ識づ岨イダーヘン・，鯵5紛。　この，柔うな諸，兇解は趨のよ！り聾癖拉），　しかも

その熱水過穐疑鷺梁く1纂1遺ilをもつた麗睦　　こおける1永難隻ぴ）鉱化で乍，用を”緯える可能性；愈除タトし£てない。

　周畿地域内には，曳裂と関連／耽る鉛一亜鉛の鉱化作摺が多く女薩れぐ』お！り，それは水銀鉱床

のう｝噴ぎを二支戴三1，、！ぐ塁武存二し』ている。　こ二の論擬蝿鱒疲1プ礒の穿，1・の噂く蘇難菰麟雲乙は，．粥の鋭詳ビ／乍、用が1云く

3発3叢して》・る。

　調査鉱床の鉱物組成の研究や鉱際1鉱物，辰砂および，水銀鉱液によつて』も〆び）された，飢質、翠．1

のそれぞれの分ジ轍分析グ）結襲力　髄し等ぐいる　紅うに，鉱液は他の金属一一一銅傾沿・蛋鑛1い銀・ガ

リ脅ム・。バリヴムー・一を椿ぎ繭貰びノぐいる、、ガく灘藁鎌1を例にとつプ甑｛ヒ捻域．分蓬膏ぴ）離1塾は，ンk舞葵よ！）も多

量の銅・亜鉛・鉛を含んでいることを示している（い盤シヂ諾ン灘，穆礪〉．

　クイズイ漸一チン．践ク鉱床においては，鉛 一亜鉛の鉱化／乍用は東西性曳裂グ）一つに属する曳

裂中に顯ミ／治さオ知，かつ、艶懸蔓に才脊つて灌く灘蔓ダ）鋭好ヒ磐鋳指が1認、めらオ〆してマ・る。ツずく垂蔓“）羅要な翻広・化質三用

を受けた部分は，これらの鉱床の北翼にある儲舞シチエン濃，王鮒）、　この一鉱床付近の風積

麟および澱積麟から濃集Uたほとんどすべてグ）．墓鉱物試料中には，凝砂が認められる。クイズ

㌘驚一・ぐs3蓼）



アルタイ1、瞬脈チ識イスク・ス学ツプ北方外縁蔀におけ瀦｝地質熊熱び紅水銀鉱床磯成灘鐙特1敏（爆本談〉

イルーチンスク鉱床の地質構進は，いるいろな、・、犠で，水銀鉱床のそれによく似ている．クイズ

イルー一一チンスク鉱床の形成、過程は多くの鉱化作用の段階を有し，まず，カオリンを含む微珪繕

の形／戎と一母ll費の蕉雲1三化作用に始つ甲ぐいる導、次いで，母継多の絹雲母化賛1講讐が働いている。ひきつづ

いて，重離1石脈や窮い爵1釜鉛・鋼の硫化物を伴なう華馨寝1振を生成し沙そして季その後に母1蟻｝のド

提マイト化作用が進行して，最後に伊鉱床の北翼に辰砂養葺半なう石英…炭酸擁瓢鉱物脈が形成さ

孝Lて』・る彫

　このように，この鉛・亜鉛畷ll韓・水銀のクイズイ．／レー一チンスケ鉱床の生成解1序は，水銀自体

の鉱熔ξの場合と類似』　そして　1蹟羅獣離鷲額劔1床が癒成惑れた時，期は，単純水叢縫鉱床を形成

した簾瓢蓑》繋‘一・致していて，その諺鑑期に鉛・亜斜｝・銅の硫化物を生成蔦ている，、こ融部分¢）方

鉛鉱と黄銅鉱について睡曜菩体離溶構造を観察したが，これは鉛・一翻鉛磁1床を形成した時期漆矯）

まり高くない温度で進1んだ菰とを示し』ぐいる、，
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地懸 蝿　幸i更　（糖茎愚・巻　舗　き　・馨う

　鉛・｛ 亜鉛鉱床註ご水銀鋤｛沫からそれぞ灘，蓬渠取した脈石鉱物の分光づ｝析の結果を比較すると，そ

れらの中ξご含Pl葬丁されている微量発素の／躍1互関係はほぼ誉講様である　（第藝図），，鉛一一磁鉛鉱床の

方鉛鉱奪桝鷺は．分光分析な翻びに化学分析によると，水銀とアンヂそンが微量光素として多く

認めら灘．る、，

　引用レたデー一タによるど，この雛1三査葦癒麟黛の1水蘇蔓鎌誌蒙の擁義一一鋭講勢’陸磯醒艶の繋蟹属叢灘蒙ンう虞払ア斡釜摂鉦く

床が単独に賦存するということを述べた環在薫勲でグ）諸報告の狂三確さが疑われるだけでなく，膣水

銀の鉱化作絹と鉛 一講機毎の鉱化作絹と懸．一 ぞ）熱水作．矯の過程との関係が示されている。

緒 論

　チユイスケ・ステツプ北方外縁部の地質構註造の研総は，大規模な地質構1造一一・北方からチユ

イ，筑ク　・ステツプを支1紀Uてマ・る東誕総，1三1新羅1鶴鯵）謬i疑擁を基イ鑓とレているa　クライ叢ク雄欝誉の北

顛断曝の初期の研究と獄みんで，この構造帯の識帥こ基づく研舗は，水銀の鉱化作用の立体的

な働意に関する本質1約な嚢愚程を明らかにしている書

　鉱石ぴ）化学総成や構遺の肇箏徴あるいは繭述轟構造に支配されている水銀鉱床の母岩の熱水変

伊　　　　　，摩緯叢紫の講1二解避糸i墨馨／養と、試く一磁泣しノぐ～・る導　こグ），ような編1二衆／まシ圭糞一・繋髪幡く過饗緊とガく蚕鰻ダ）

鉱化作粥とを闘係づけゼ）ものであるが，蟻近では，鉱化作壌の1全体としての時期の単一燃芝，鉱

液¢）深い源の単一…・性養立体的にみた鉱化作絹の関連性などが1，男らか韓されつっある⇔

　き鉱床を形成し驚第三窯期の過整繋こみられる本質的な特徴の一…つはラ水銀とならん・で，鉛一養菟鉛

鉱床の形で1農集している鉛・璽薙拾・銅・銀などグ趣金属が糞碧加していることにあ孫．

マ墨一一ぐ≦鱒｛））




